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1
．
二
つ
の

　
　
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
元
年

Ｉ
Ｔ
企
業
を
中
心
と
し
た
経
済
団
体

で
あ
る
「
一
般
社
団
法
人
新
経
済
連
盟
」

（
代
表
理
事　
三
木
谷
浩
史
氏
）
が
本
年

１
月
に
社
会
変
革
の
推
進
と
ア
ン
ト
レ
プ

レ
ナ
ー
の
地
位
向
上
に
つ
な
げ
る
「
フ
ィ

ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
元
年
」
を
目
指
そ
う
と
宣

言
し
た
。

日
本
で
の
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
を
考

え
る
上
で
、
「
○
○
元
年
」
と
い
う
エ

ポ
ッ
ク
・
メ
イ
キ
ン
グ
な
時
代
の
区
切
り

は
度
々
使
用
さ
れ
て
、
重
要
な
意
味
を

持
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
阪
神
淡
路
大
震

災
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
一
気
に
開

花
し
た
１
９
９
５
年
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

元
年
」
、
C
S
R
の
重
要
性
が
急
激
に
企

業
で
高
ま
っ
た
2
0
0
3
年
の
「
C
S
R

元
年
」
な
ど
で
あ
る
。

ま
た
、
本
誌
読
者
な
ら
ば
周
知
の
通
り

１
９
９
０
年
は
「
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
元

年
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
な
ぜ
、
今
、
再

び
「
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
元
年
」
な
の
で

あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
日
本
に
お
け
る
フ
ィ

ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
推
進
の
潮
流
を
繙
き
な
が

ら
、
現
代
の
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
の
大
き

な
う
ね
り
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

２
．
独
立
し
た

　
「
企
業
財
団
」
の
時
代

　
（
出
向
者
に
よ
る

　
　
企
業
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
）

70
年
代
、
80
年
代
、
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ

ピ
ー
と
い
う
用
語
こ
そ
、
国
内
で
頻
繁
に

使
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
活
動

と
し
て
の
企
業
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
は

す
で
に
大
き
な
潮
流
と
し
て
大
企
業
の

中
に
浸
透
し
て
い
た
。
中
心
的
な
モ
デ

ル
は
、
企
業
財
団
の
設
立
で
あ
る
。
財

団
法
人
東
洋
レ
ー
ヨ
ン
科
学
振
興
会
（
現

公
益
財
団
法
人
東
レ
科
学
振
興
会
）
が
す

で
に
１
９
６
０
年
に
設
立
さ
れ
、
税
制
が

整
備
さ
れ
て
い
な
い
こ
の
時
期
に
、
10
億

円
の
基
金
を
拠
出
し
、
自
然
科
学
の
基
礎

研
究
に
助
成
金
を
出
し
た
こ
と
は
、
そ
れ

だ
け
で
も
特
筆
に
値
す
る
（
10
億
円
の

出
捐
金
は
損
金
算
入
さ
れ
て
い
な
い
）
。

翌
年
に
は
、
寄
付
金
の
税
制
上
の
優
遇

が
与
え
ら
れ
る
「
試
験
研
究
法
人
」
（
寄

付
金
に
対
す
る
損
金
算
入
枠
が
拡
大
さ

れ
る
、
現
在
の
「
特
定
公
益
増
進
法
人
」

の
前
身
）
制
度
を
切
り
開
き
、
第
一
号
に

同
財
団
が
認
定
さ
れ
、
制
度
上
の
発
展
に

多
大
な
貢
献
を
行
っ
た
。

１
９
６
９
年
に
三
菱
グ
ル
ー
プ
の
創

業
１
０
０
周
年
を
記
念
し
、
三
菱
財
団
が

誕
生
し
た
。
さ
ら
に
、
自
動
車
製
造
40
周

年
を
記
念
し
て
、
ト
ヨ
タ
自
工
、
ト
ヨ
タ

自
販
の
二
社
（
現
在
は
両
者
が
合
併
し
て

ト
ヨ
タ
自
動
車
）
が
、
１
９
７
４
年
に

「
ト
ヨ
タ
財
団
」
を
設
立
し
た
。
企
業

の
社
会
的
責
任
が
問
わ
れ
る
中
、
日
本

的
な
「
周
年
財
団
」
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

１
０
０
億
円
規
模
の
財
団
が
誕
生
し
た

の
で
あ
る
。

ト
ヨ
タ
財
団
の
誕
生
を
ひ
と
つ
の
象

徴
と
し
て
、
１
９
７
０
年
代
、
80
年
代

は
企
業
財
団
の
設
立
ラ
ッ
シ
ュ
が
続
く
。

活
動
分
野
も
初
期
は
「
試
験
研
究
法
人
」

と
の
関
係
、
社
会
的
な
要
請
な
ど
も
あ
っ

て
自
然
科
学
の
研
究
助
成
財
団
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
っ
た
が
、
文
化
・
芸
術
関
係
、

福
祉
関
係
、
国
際
交
流
関
係
の
企
業
財
団

も
続
々
と
誕
生
し
、
後
に
、
「
試
験
研

究
法
人
」
の
枠
の
拡
大
の
契
機
に
も
な
っ

た
。企

業
財
団
に
は
い
く
つ
か
の
特
徴
が

あ
っ
た
。
第
1
は
利
益
還
元
の
思
想
が

色
濃
か
っ
た
こ
と
、
第
2
に
、
主
務
官

二つの
フィランソロピー元年
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庁
の
指
導
も
あ
り
、
企
業
か
ら
の
独
立

性
が
強
調
さ
れ
た
こ
と
、
第
3
に
、
別

法
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
企
業
か
ら
の
人

材
は
出
向
者
で
あ
っ
た
こ
と
、
第
4
に
、

高
金
利
を
背
景
に
し
た
基
本
財
団
の
運

用
益
を
原
資
と
し
た
「
助
成
財
団
」
の
ス

タ
イ
ル
を
と
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

企
業
財
団
の
誕
生
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

重
要
な
活
動
を
し
て
い
た
も
の
の
日
本

の
企
業
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
と
は

い
い
が
た
い
側
面
が
あ
る
。
企
業
か
ら
の

独
立
性
が
強
調
さ
れ
た
結
果
、
自
社
従
業

員
に
す
ら
活
動
が
ほ
と
ん
ど
理
解
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
、
当
時
の
企
業
財

団
の
共
通
の
悩
み
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て

い
た
。

３
．
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
元
年
：

　
　
企
業
の
中
堅
社
員
に
よ
る

　
　
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー

し
か
し
、
企
業
財
団
と
は
別
個
に

１
９
８
０
年
代
後
半
に
、
日
本
の
企
業

フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
は
、
急
激
な
発
展
を

遂
げ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る

「
バ
ブ
ル
経
済
」
と
呼
ば
れ
た
経
済
状
況

に
依
る
と
こ
ろ
は
大
き
い
が
、
そ
れ
以
外

に
企
業
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
を
発
展
さ

せ
た
大
き
な
二
つ
の
潮
流
を
指
摘
す
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

一
つ
は
主
と
し
て
国
内
に
大
き
な

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
持
つ
企
業
に
関
し
て
起

き
た
「
芸
術
・
文
化
支
援
活
動
」
で
あ

る
。
朝
日
新
聞
社
の
主
催
で
日
仏
文
化
サ

ミ
ッ
ト
が
１
９
８
８
年
11
月
に
京
都
の

宝
ヶ
池
の
国
際
文
化
会
舘
で
「
文
化
と
企

業
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
の
は
ち
ょ

う
ど
そ
の
こ
ろ
で
あ
る
。
日
仏
両
国
の
企

業
の
ト
ッ
プ
、
芸
術
家
な
ど
多
種
多
様
な

人
々
が
集
ま
り
、
企
業
の
文
化
支
援
に
関

す
る
議
論
が
行
わ
れ
た
。
主
と
し
て
、
こ

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
参
加
企
業
を
中
心

に
企
業
メ
セ
ナ
協
議
会
が
１
９
９
０
年

に
誕
生
し
た
。
企
業
メ
セ
ナ
協
議
会
は
、

助
成
認
定
制
度
を
作
り
上
げ
、
自
身
の
責

任
の
も
と
に
税
制
上
の
優
遇
措
置
の
受

け
皿
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

 

も
う
１
つ
の
潮
流
は
海
外
と
り
わ
け

米
国
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
持
つ
企
業
に
起

き
た
「
企
業
市
民
活
動
」
で
あ
る
。
米
国

内
で
日
本
企
業
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
拡
大

す
る
と
対
日
批
判
は
拡
大
し
、
「
日
本
叩

き
（
ジ
ャ
パ
ン
・
バ
ッ
シ
ン
グ
」
な
る

言
葉
ま
で
誕
生
。
米
国
内
の
日
本
企
業
、

と
り
わ
け
、
一
部
の
現
地
の
日
本
人
ビ
ジ

ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
は
、
80
年
代
の
か
な

り
早
い
段
階
か
ら
、
「
良
き
企
業
市
民
」

と
な
る
こ
と
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
上
も
必
要

だ
と
感
じ
て
い
た 

。
バ
リ
ア
は
、
税
制

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
経
済
団
体
連
合
会

（
経
団
連
）
は
１
９
８
９
年
に
社
団
法

人
海
外
事
業
活
動
関
連
協
議
会
（
英
語

名
称C

BC
C

、C
ouncil for Better 

Corporate Citizenship

、
現
公
益
社

団
法
人
企
業
市
民
協
議
会
）
を
設
立
し
、

企
業
メ
セ
ナ
協
議
会
同
様
に
、C

BC
C

を
海
外
寄
付
の
受
け
皿
と
し
て
税
制
上

の
優
遇
を
つ
く
り
あ
げ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
経
団
連
は
翌
90
年
、
経
団

連
内
部
の
組
織
と
し
て
社
会
貢
献
部
を

設
置
し
、
利
益
の
１
％
を
社
会
の
た
め
に

使
お
う
、
と
呼
び
か
け
「
ワ
ン
パ
ー
セ

ン
ト
・
ク
ラ
ブ
」
を
正
式
に
発
足
さ
せ

た
。
個
々
の
企
業
で
も
、
１
９
９
０
年

前
後
に
、
社
会
貢
献
部
、
企
業
市
民
部
、

企
業
文
化
部
、
地
域
共
生
部
な
ど
の
「
社

会
貢
献
部
署
」
が
本
社
の
組
織
と
し
て

続
々
と
誕
生
し
、
同
年
は
「
フ
ィ
ラ
ン
ソ

ロ
ピ
ー
元
年
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
日
本
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
協
会
が
企

業
の
担
当
部
署
に
様
々
な
情
報
を
提
供
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し
始
め
た
の
も
こ
の
こ
ろ
か
ら
で
あ
る
。

他
方
で
、
直
後
に
バ
ブ
ル
崩
壊
に
直

面
し
、
巨
額
の
寄
付
を
行
う
と
い
う
よ
り

も
、
度
重
な
る
災
害
（
91
年
雲
仙
普
賢
岳

噴
火
、
93
年
北
海
道
南
西
沖
地
震
に
よ
る

奥
尻
島
津
波
、
95
年
阪
神
淡
路
大
震
災
）

な
ど
の
中
で
N
P
O
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
を
進
め
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
代
の

特
徴
と
し
て
は
、
概
し
て
い
え
ば
、
第

1
に
、
企
業
ト
ッ
プ
の
理
解
の
も
と
で

の
担
い
手
は
部
長
、
課
長
を
含
む
中
堅

社
員
、
第
２
に
従
業
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
企
業
内
部
へ
の
働
き
か
け
、
第
３
に
、

N
P
O
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
進
展

な
ど
が
上
げ
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
、
企
業

の
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が

蓄
積
し
て
い
っ
た
こ
と
は
、
日
本
に
と
っ

て
も
大
き
な
財
産
で
あ
ろ
う
。

　４
．
C
S
R
元
年　

　
　
経
営
ト
ッ
プ
層
に
よ
る

　
　
C
S
R

古
く
て
新
し
い
言
葉
で
あ
る
「
企
業
の

社
会
的
責
任
」
が
C
S
R
と
い
う
略
号
に

な
り
、
90
年
代
後
半
か
ら
、
ナ
イ
キ
の
児

童
労
働
を
め
ぐ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
問

題
、
20
世
紀
に
入
り
エ
ン
ロ
ン
事
件
を
象

徴
と
し
て
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
重
視
、

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
時
代
に
入
っ

て
い
っ
た
。
S
O
X
法
な
ど
法
整
備
が
進

み
、
取
締
役
の
善
管
注
意
義
務
が
強
調
さ

れ
る
内
部
統
制
が
進
ん
だ
。
2
0
0
3
年

は
C
S
R
元
年
と
呼
ば
れ
、
C
S
R
担
当

部
署
が
整
備
さ
れ
た
。
C
S
R
の
担
当
部

署
は
、
多
く
は
社
会
貢
献
部
署
の
延
長
線

上
に
展
開
さ
れ
た
。
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ

バ
ナ
ン
ス
の
欠
如
は
、
経
営
に
直
結
す
る

大
打
撃
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、
経
営
層
が

C
S
R
の
中
心
に
直
接
か
か
わ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
の
時
代
の
企
業
フ
ィ
ラ
ン
ソ

ロ
ピ
ー
は
、
第
１
に
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー

に
対
す
る
説
明
責
任
の
明
確
化
、第
２
に
、

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン

ト
な
ど
が
強
調
さ
れ
た
。

５
．
経
営
層
の
個
人
と
し
て
の

　
　
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー

上
記
の
よ
う
な
潮
流
を
考
え
る
と
、

企
業
の
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
は
企
業
外
部

（
出
向
者
）
、
企
業
内
部
（
中
堅
社
員
）
、

経
営
層
と
、
少
し
ず
つ
企
業
の
中
核
に
入

り
込
ん
で
き
た
歴
史
で
も
あ
る
と
い
え

る
。
「
新
経
連
」
の
提
唱
す
る
「
フ
ィ
ラ

ン
ソ
ロ
ピ
ー
元
年
」
を
ど
う
考
え
れ
ば
よ

い
の
だ
ろ
う
か
？

昨
年
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
創
設
者

で
あ
る
ザ
ッ
カ
ー
バ
ー
ク
夫
妻
が
5
兆
円

の
「
寄
付
宣
言
」
を
行
っ
た
。
「
寄
付

宣
言
」
と
は
ビ
ル
ゲ
イ
ツ
、
ウ
ォ
ー
レ

ン
・
バ
フ
ェ
ッ
ト
が
「
世
界
の
富
豪
」

（
１
０
０
０
億
円
以
上
の
資
産
家
）
に

「
ピ
ア
・
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
」
を
か
け
て

フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
を
行
お
う
と
呼
び
か

け
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
す
ぐ
さ
ま
、
寄

付
は
し
な
い
ま
で
も
、
「
寄
付
宣
言
」
を

す
る
こ
と
で
将
来
に
お
い
て
フ
ィ
ラ
ン
ソ

ロ
ピ
ス
ト
と
な
る
こ
と
を
約
束
さ
せ
よ
う

と
す
る
試
み
で
あ
り
、
米
国
以
外
の
「
富

豪
」
に
も
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
て
い

る
の
で
、
当
然
、
日
本
の
「
富
豪
」
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
も
の
と
推
察

で
き
る
。
こ
れ
ら
は
今
世
紀
に
入
っ
て
、

と
り
わ
け
、
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
結

果
と
し
て
、
所
得
税
が
確
立
し
た
後
は
誕

生
し
得
な
か
っ
た
よ
う
な
大
金
持
ち
が
誕

生
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ

の
こ
と
自
体
の
是
非
は
こ
こ
で
は
問
わ
な

い
が
、
所
得
税
の
な
か
っ
た
時
代
の
ロ
ッ

ク
フ
ェ
ラ
ー
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
を
し
の
ぐ
よ

う
な
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
の
時
代
が
世
界

で
胎
動
し
て
い
る
。
「
新
経
連
」
の
提
唱

は
こ
う
し
た
「
寄
付
宣
言
」
の
影
響
を
受
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け
、
企
業
活
動
の
結
果
で
は
あ
っ
て
も
、

も
は
や
企
業
を
飛
び
出
し
、
企
業
フ
ィ
ラ

ン
ソ
ロ
ピ
ー
と
し
て
の
提
案
で
な
く
、
経

営
者
個
人
と
し
て
、
社
会
の
た
め
に
有
益

に
寄
付
す
る
た
め
の
政
策
上
の
整
備
を
提

唱
し
て
い
る
と
い
え
る
。

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
ザ
ッ
カ
ー

バ
ー
グ
氏
が
税
制
上
優
遇
さ
れ
た
米
国
財

団
で
は
な
く
、
規
制
の
少
な
い
L
L
C

（
有
限
責
任
法
人
）
を
使
っ
た
フ
ィ
ラ

ン
ソ
ロ
ピ
ー
を
し
た
い
と
言
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
三
木
谷
氏
も
繰
り
返
し
、

柔
軟
な
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
を
実
施
可

能
と
す
る
「
成
果
志
向
」
の
制
度
を
主

張
し
て
い
る
。
作
れ
ば
到
達
点
で
あ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
従
来
の
財
団
に
対
し

て
、
起
業
家
な
ら
で
は
の
創
意
工
夫
に

よ
っ
て
社
会
の
問
題
を
解
決
し
た
い
と

い
う
意
思
が
見
え
る
。

６
．
新
た
な
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー

　
　
時
代
へ
向
け
て

上
記
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
「
フ
ィ
ラ

ン
ソ
ロ
ピ
ー
元
年
再
訪
」
も
現
実
味
を
帯

び
て
く
る
が
、
事
態
は
「
富
豪
の
遠
い
世

界
」
だ
け
で
は
な
い
。
今
世
紀
の
Ｉ
Ｔ
の

進
展
に
よ
り
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
が
一
気
に
普
及
し
て
き
て
い
る
。
日
本

フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
協
会
が
長
年
実
施
し

て
き
た
「
ま
ち
か
ど
の
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ

ス
ト
賞
」
「
青
少
年
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ス

ト
賞
」
等
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
寄
付

を
め
ぐ
る
底
辺
の
拡
大
が
着
実
に
進
展
し

て
き
た
こ
と
が
そ
の
背
景
に
あ
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
と
り
わ
け
、
近
年
の
「
青

少
年
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ス
ト
賞
」
で
は
贈

呈
式
に
お
い
て
小
中
高
生
の
社
会
貢
献
に

対
す
る
真
摯
な
姿
勢
を
垣
間
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
れ
は
決
し
て
一
過
性
の
も
の

で
は
な
い
と
感
じ
る
の
は
、
筆
者
だ
け
の

こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
点
で
底
辺

の
拡
大
に
日
本
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
協
会

が
果
た
し
て
き
た
こ
の
25
年
の
役
割
は
、

大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
う
し
た
中
で
、
猪
瀬
直
樹
元
東
京

都
知
事
が
、
「
大
阪
城
は
昭
和
の
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
だ
」
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
と
も
に
大
阪
の
副
首
都
構
想
と

し
て
「
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
首
都
構
想
」

「
サ
ー
ド
セ
ク
タ
ー
首
都
構
想
」
を
打
ち

上
げ
た
。
こ
れ
は
従
来
の
「
政
治
と
経
済

の
二
元
論
」
に
風
穴
を
開
け
る
発
想
で
あ

る
。
「
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
元
年
」
か
ら

四
半
世
紀
、
再
び
、
「
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ

ピ
ー
の
時
代
」
が
や
っ
て
く
る
予
兆
が
感

じ
ら
れ
る
。

『
寄
付
白
書
』
に
よ
れ
ば
個
人
寄
付
は

約
７
４
０
９
億
円
（
２
０
１
４
年
）
、
法

人
寄
付
は
約
６
９
８
６
億
円
（
２
０
１
３

年
）
。
２
０
０
９
年
に
比
べ
そ
れ
ぞ
れ

35
％
増
、
28
％
増
と
非
常
に
大
き
な
伸
び

を
示
し
て
い
る
。
「
メ
セ
ナ
」
や
「
フ
ィ

ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
」
と
い
う
用
語
は
カ
タ
カ

ナ
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
何
度
も
社
会

か
ら
消
し
さ
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
が

あ
る
。
そ
の
中
で
「
日
本
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ

ピ
ー
協
会
」
の
よ
う
に
、
言
葉
を
守
り
、

活
動
を
支
援
し
て
い
っ
た
団
体
の
地
道
な

蓄
積
が
、
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
の
裾
野
を

大
き
く
広
げ
て
き
た
。

地
道
な
が
ら
企
業
財
団
の
活
動
も
50

年
近
く
続
い
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
社

会
貢
献
担
当
出
身
者
が
経
営
の
中
核
に
入

り
込
ん
だ
事
例
も
あ
る
。
企
業
や
個
人
を

飛
び
越
え
て
、
様
々
な
層
が
よ
り
よ
き
社

会
へ
英
知
を
重
ね
て
い
く
こ
と
こ
そ
、

「
人
類
愛
」
と
い
う
美
し
い
語
源
を
持
つ

こ
の
用
語
の
姿
に
他
な
ら
な
い
で
あ
ろ

う
。
新
た
な
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
の
時
代

に
大
き
な
期
待
を
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
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